
一
、
賀
川
満
載
の
略
歴

満
載
は
、
産
科
の
京
都
賀
川
家
第
四
代
、
の
ち
東
京
賀
川
家
を
興
こ

ジ
ゲ

す
。
天
保
元
年
三
月
二
十
四
口
（
『
地
下
家
伝
」
第
一
書
房
で
は
文
政
十
一

年
）
賀
川
満
崇
の
二
男
と
し
て
京
都
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
甲
三
郎
、
称

玄
吾
、
字
仲
見
、
号
は
蘭
皐
。
天
保
十
五
年
五
月
五
日
山
本
亡
羊
に
入

門
し
儒
・
医
・
本
草
を
学
ぶ
。
嘉
永
二
年
十
一
月
典
薬
寮
医
生
に
補
せ

ら
れ
、
武
蔵
大
禄
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
嘉
永
五
年
五
月
、
明
治
天
皇
の
誕

生
に
際
し
て
、
父
満
崇
と
共
に
産
科
侍
医
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
安
政
三
年

二
月
若
狭
介
に
遷
る
。

明
治
元
年
二
月
、
京
都
種
痘
所
御
用
掛
を
兼
勤
。
同
年
六
月
軍
務
官

病
院
診
療
生
を
兼
勤
。
明
治
二
年
二
月
軍
務
官
治
療
方
を
兼
勤
。
同
年

五
月
伏
見
種
痘
所
取
建
御
用
を
兼
勤
。
明
治
三
年
京
都
府
御
用
医
と
な

り
、
京
都
西
新
屋
敷
徽
毒
療
養
所
取
締
御
用
を
兼
勤
、
ま
た
大
津
種
痘

所
取
建
御
用
を
兼
勤
。
同
年
四
月
京
都
医
学
校
御
用
掛
を
兼
勤
。
同
四

月
十
三
日
少
典
医
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
年
初
秋
、
広
瀬
元
恭
に
入
門
。

同
年
十
月
、
家
督
を
弟
満
興
に
譲
り
、
天
皇
に
従
っ
て
東
京
に
移
る
。

明
治
四
年
八
月
権
少
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
漢
方
医
排
除
の
た
め
明

賀
川
満
載
の
普
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
の
研
究
（
十
五
）

池
田
文
書
研
究
会

治
五
年
五
月
九
等
出
仕
御
薬
室
掛
に
降
格
。
さ
ら
に
、
明
治
八
年
一
月

二
等
薬
剤
生
、
明
治
十
年
八
月
医
員
に
任
ぜ
ら
れ
、
以
後
晩
年
ま
で
医

員
と
し
て
侍
医
局
に
勤
務
す
る
が
、
明
治
二
十
四
年
五
月
十
七
日
死
去
。

享
年
六
十
二
歳
。

著
書
と
し
て
、
賀
川
家
で
発
明
し
た
器
械
を
解
説
し
た
「
産
科
器
械

用
法
書
」
『
産
科
新
式
」
な
ど
が
あ
る
。

（
参
考
文
献
・
京
都
府
医
師
会
編
「
京
都
の
医
学
史
』
、
侍
医
寮
編
『
転
免
物

故
履
歴
書
』
、
山
本
椿
室
一
日
省
簿
』
）

二
、
満
載
の
書
簡

満
載
の
書
簡
は
九
通
あ
る
が
、
す
べ
て
侍
医
局
勤
務
時
代
の
も
の
と

推
定
さ
れ
る
。

維
新
後
の
満
載
は
、
大
正
天
皇
を
は
じ
め
明
治
天
皇
の
第
一
皇
子
か

ら
第
四
皇
子
、
第
一
皇
女
か
ら
第
七
皇
女
ま
で
す
べ
て
の
親
王
・
内
親

王
の
誕
生
の
際
、
妊
娠
御
用
掛
を
勤
め
て
い
る
。
１
～
３
は
明
治
十
四

年
八
月
三
日
、
第
三
皇
女
滋
宮
詔
子
内
親
王
の
誕
生
の
際
の
も
の
で
生

母
・
千
種
任
子
権
典
侍
（
花
松
権
典
侍
）
の
出
産
前
後
の
容
体
を
詳
し
く

伝
え
て
い
る
。
な
お
、
滋
宮
は
明
治
十
六
年
九
月
、
第
四
皇
女
章
子
内

親
王
と
前
後
し
て
莞
去
。
両
内
親
王
の
拝
診
に
あ
た
っ
た
浅
田
宗
伯
は

そ
の
責
任
を
負
っ
て
辞
職
を
願
い
出
る
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ

る
。
（
遠
藤
正
治
）
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池田 文書一賀川満載書簡一覧一

書簡番号発信年月日（）内推定発信者名受信者名備考

日
日
日
日
日
日
日
日
日

２
３
６
鴻
劉
４
酌
４
３

月
月
月
月
月
月
月
月
月

８
８
８
１
７
８
皿
７
２

年
年
年
年
年
年
年
年
年

ｊ
ｊ
ｊ

４
４
４

１
１
１

く
く
く

治
治
治
治
治
治
治
治
治

明
明
明
明
明
明
明
明
明

賀川満載

賀川満載

賀川満載

賀川満載

賀川満載

賀川満載

賀川満載

賀川満載留守人

賀川満載留守人

池田大先生

池田大先生

池田大先生

池田謙斎

池田大先生

池田一等侍医

池田大先生

池田謙斎

池田謙斎殿御執事中

８
３
４
５
６
７
９
０
１

６
６
６
６
６
６
６
７
７

３
３
３
３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１
１
１
１

花松典侍容体

花松典侍容体

花松典侍容体

蕪3筒准旱

此品進呈

一条殿奥方容体

墓地之義御尋

満載義本日当番

満載本日当番不在

１
２
３
４
５
６
７
８
９

一
三
六
八
賀
川
満
載
池
田
謙
斎

（
１
）花

松
典
侍
容
体
、
今
朝
ョ
リ
腰
痛
少
々
有
之
小
便
頻
数
ニ
相
成
、
叩
か

粘
液
之
物
有
之
候
趣
、
御
胎
動
常
二
不
変
被
在
候
、
位
置
等
は
少
々
下

り
胸
下
ス
キ
候
、
併
シ
御
催
生
二
て
は
更
二
無
之
候
、
其
余
御
異
状
等

（
２
）

は
不
伺
候
得
共
、
今
夜
ョ
リ
宿
番
相
始
メ
候
様
嵯
峨
公
御
沙
汰
二
付
、

小
子
宿
直
仕
候
問
、
前
御
容
体
之
処
御
勘
考
二
而
、
一
応
御
参
診
被
下

候
得
は
、
小
子
モ
安
心
仕
候
、
価
而
此
段
申
上
候
、
頓
首

（
３
）八

月
二
日
午
後
七
時

賀
川
満
載

池
田
大
先
生

１
明
治
（
十
四
）
年
八
月
二
日

で
」
０
〆
」

あ
り
と
う

（
１
）
花
松
典
侍
…
…
千
種
任
子
。
千
種
有
任
の
長
女
。
安
政
二
年
に
生

ま
れ
、
権
典
侍
と
し
て
明
治
天
皇
の
第
三
皇
女
詔
子
内
親
王
、
第

ふ
み

四
皇
女
章
子
内
親
王
を
出
産
す
る
が
、
両
内
親
王
と
も
天
世
。
昭

和
十
九
年
没
。

さ
れ
な
る

（
２
）
嵯
峨
公
…
…
嵯
峨
實
愛
。
文
政
三
年
生
。
権
大
納
言
。
反
幕
派
公

卿
の
中
心
と
し
て
活
躍
。
議
定
に
任
ぜ
ら
れ
、
内
国
事
務
総
督
・

刑
部
卿
と
な
る
が
、
明
治
十
四
年
隠
退
。
詔
子
内
親
王
出
産
の
際

御
用
掛
を
勤
め
る
。
明
治
四
十
二
年
没
。

（
３
）
詔
子
内
親
王
出
産
時
の
書
簡
で
、
明
治
十
四
年
を
推
定
さ
れ
る
。
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花
松
典
侍
容
体
、

昨
夕
申
上
候
後
先
同
様
之
中
、
昨
夜
は
安
眠
も
不
出
来
、
時
々
趾
骨
辺

ョ
リ
陰
部
え
陳
痛
有
之
、
小
便
も
度
々
少
々
粘
液
物
之
中
え
桃
花
色
帯

候
物
下
り
候
趣
、
愚
考
二
て
引
続
キ
急
御
催
生
二
相
移
り
候
と
も
難
斗

候
間
、
御
所
労
中
恐
入
候
へ
共
、
一
応
今
朝
御
参
診
奉
願
候
也

（
１
）八

月
三
日
午
前
八
時
前
満
載

池
田
大
先
生

御
催
生
二
付
大
至
急
御
出
頭
有
之
度
候
也
、

賀
川
満
載

池
田
大
先
生

２
明
治
（
十
四
）
年
八
月
三
日

一
三
六
三
賀
川
満
載
池
田
謙
斎

無朝昨花
之下夜松
軟腹安典
柔部眠侍
也二、御
、而水容

少痛便体
シア昨、
クリー

悪テ昼
寒大夜
之便五
気下回
味痢、
アス 乳
リニ張

錨
宮 張
縮水痛
少潟止
ニニム

は 而、
異は今

３
明
治
（
十
四
）
年
八
月
六
日

一
三
六
四
賀
川
満
載
池
田
謙
斎

（
１
）
前
簡
に
続
く
書
簡
で
明
治
十
四
年
。
詔
子
内
親
王
の
出
産
は
八
月

三
日
午
後
四
時
三
十
分
。

状
ナ
シ
、
全
ク
時
候
二
さ
わ
り
候
ト
奉
診
候
、
脈
少
シ
ク
進
ム
、
微
熱

ア
リ
、
左
之
方
ヲ
調
与
ス

（
１
）コ

ロ
ン
ホ
丁
幾
二
十
滴

（
２
）メ

ン
タ
水
二
弓

（
３
）単

オ
ヒ
ュ
ム
丁
幾
五
滴

（
４
）

単
舎
二
言

（
烏
３
）

鰡
水
三
弓

一
日
分
三
回
分
用
、
右
之
通
り
容
体
候
問
、
御
高
案
之
上
御
参
診
奉
願

候
也
、
小
子
御
参
診
迄
御
待
申
上
候
筈
二
奉
存
候
得
共
、
可
驚
容
体
ト

モ
不
診
、
且
又
昨
夕
御
噂
も
有
之
候
間
、
退
出
仕
候
間
、
此
殿
御
承
引

可
被
下
候
也
、
頓
首

（
６
）八

月
六
日
午
前
十
時
賀
川
満
載
拝

池
田
大
先
生閣

下

（
封
筒
表
）

池
田
一
等
侍
医
殿
御
産
所
賀
川
満
載

花
松
典
侍
容
体
害
入
平
信

（
封
筒
裏
）

八
月
六
日
午
前
十
時

（
１
）
コ
ロ
ン
ホ
・
…
・
・
コ
ロ
ン
ボ
。
ア
フ
リ
カ
産
苛
扁
胃
三
苗
８
盲
目
言

の
根
。
苦
味
健
胄
整
腸
剤
。

（
２
）
メ
ン
タ
・
・
・
…
ハ
ッ
カ
言
の
昌
冨
、
ハ
ッ
カ
油
と
し
鎮
痛
解
熱
利
胆
薬

と
な
る
。

（
３
）
単
オ
ヒ
ュ
ム
：
…
・
ア
ヘ
ン
○
目
一
目
、
鎮
痛
鎮
痙
薬
。
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５
明
治
年
七
月
二
十
四
日

一
三
六
六
賀
川
満
載
池
田
謙
斎

拝
啓
、
大
暑
之
候
愈
御
清
栄
珍
重
二
奉
大
賀
候
、
然
は
此
品
甚
軽
少
之

至
奉
存
得
共
、
暑
中
御
伺
之
印
迄
進
呈
仕
候
、
御
笑
留
被
下
候
得
は
大

慶
之
至
二
奉
存
候
、
先
は
暑
中
得
貴
意
度
、
草
々
頓
首

七
月
廿
四
日
賀
川
満
載
拝

池
田
大
先
生
閣
下

尚
々
以
参
御
伺
申
上
候
筈
之
処
、
客
儀
之
段
平
一
一
御
仁
免
可
被
下

４
明
治
年
一
月
二
十
五
日

一
三
六
五
賀
川
満
載
池
田
謙
斎

拝
啓
仕
候
、
愈
御
清
適
奉
大
賀
候
、
然
は
此
蕪
三
箇
甚
夕
軽
少
之
至
り

御
座
候
得
共
、
西
京
ョ
リ
参
り
候
二
付
進
呈
仕
候
、
御
笑
納
被
成
下
候

得
は
大
慶
不
過
之
候
、
草
々
頓
首

一
月
廿
五
日
賀
川
満
載

拝

池
田
謙
斎
殿
閣
下

（
４
）
単
舎
．
：
…
単
舎
利
別
。
シ
ャ
リ
ベ
ッ
。

の
富
３
２
（
ア
ラ
ビ
ア
語
）
。
濃
厚
糖
液
剤
。

（
５
）
鰡
水
．
：
…
蒸
鰡
水
。

（
６
）
前
簡
に
つ
づ
き
明
治
十
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。

一
三
六
七
賀
川
満
載
池
田
謙
斎

（
１
）一

条
殿
奥
方
御
容
体
、

昨
朝
御
参
診
後
御
目
覚
御
気
分
佳
シ
、
食
一
椀
粥
也
、
味
佳
シ
、
昼
食

同
様
二
椀
鶏
卵
一
箇
味
佳
ク
好
ム
方
、
折
々
安
眠
、
午
前
十
一
時
小
便

（
り
】
）

二
合
斗
カ
テ
ー
テ
ル
に
て
取
、
タ
ン
白
分
ア
リ
、
故
ニ
シ
キ
ダ
リ
ス
葉

（
３
）

四
氏
、
熱
湯
三
弓
、
浸
出
フ
ロ
ム
加
里
四
十
五
氏
、
硝
酸
加
里
二
十
氏
、

単
舎
一
昼
夜
量
右
調
献
候
事
午
後
四
時
也
、
下
物
今
朝
応
叶
Ｕ
先
シ
少

シ
、
午
後
六
時
五
十
分
体
温
産
叶
牝
脈
点
八
十
二
、
大
便
通
し
之
心
持
二

而
今
ニ
ナ
シ
、
渇
キ
頭
痛
等
は
正
午
ョ
リ
止
ム
、
午
後
三
時
頃
ョ
リ
胸

下
之
厭
重
ノ
心
持
ア
リ
、
御
惣
状
先
佳
方
御
平
穏
二
相
伺
候
、
此
段
申

上
候
、
尚
御
参
診
奉
願
候
、
頓
首

八
月
四
日
午
前
一
時
認

賀
川
満
載
拝

池
田
一
等
侍
医
殿

６
明
治
年
八
月
四
日

（
１
）
一
条
殿
奥
方
・
…
：
右
大
臣
一
条
實
良
夫
人
總
子
、
あ
る
い
は
海
軍

大
佐
一
條
實
輝
夫
人
良
子
か
。
ま
た
は
一
條
忠
秀
夫
人
順
子
か
。

（
２
）
シ
キ
ダ
リ
ス
…
…
ジ
ギ
タ
リ
ス
ロ
喧
国
房
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ
科
の
植

物
。
葉
が
持
続
性
強
心
利
尿
薬
と
な
る
。

（
３
）
フ
ロ
ム
加
里
：
…
臭
化
カ
リ
ウ
ム
【
国
、
鎮
静
作
用
が
あ
る
。

候
也
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７
明
治
年
十
二
月
二
十
九
日

一
三
六
九
賀
川
満
載
池
田
謙
斎

御
言
拝
見
、
如
高
示
月
迫
御
繁
務
御
察
奉
申
上
候
、
然
は
歳
末
と
し
て

破
柵

粗
品
呈
上
候
処
、
不
存
寄
好
物
品
御
恵
贈
被
下
難
有
拝
納
ｎ
Ｕ
何
共
恐

縮
仕
候
、
尚
期
拝
眉
奉
萬
謝
候
、
即
刻
御
礼
御
答
申
上
候
筈
之
処
、
折

悪
ク
不
在
二
付
此
段
御
仁
免
可
被
下
候
、
先
は
御
礼
貴
答
迄
、
早
々
頓

首

十
二
月
廿
九
日
賀
川
満
載
拝

池
田
大
先
生
閣
下

尚
々
墓
地
之
儀
御
尋
、
天
王
寺
御
沸
下
ヶ
上
等
壱
坪
二
付
弐
円
御

極
り
候
、
其
他
同
様
卜
相
心
得
候
、
此
頃
は
如
何
相
成
候
哉
早
速

問
合
申
上
候
也

８
明
治
年
七
月
四
日

一
三
七
○
賀
川
満
載
留
守
人
池
田
謙
斎

口
上

御
手
紙
、
壹
通

右
正
二
落
手
仕
候
、
満
載
義
本
日
当
番
二
而
留
守
中
二
付
、
明
日
迎
人

差
出
候
節
為
持
遣
候
也

七
月
四
日
賀
川
満
載
留
守
人

池
田
謙
斎
様

証

一
、
御
封
書
、
壹
通

右
正
二
落
手
仕
候
、
満
載
本
日
当
番
不
在
二
付
、
帰
宅
次
第
申
間
ケ
候
、

早
々
以
上

二
月
三
口
賀
川
満
載
留
守
人
団

池
田
謙
斎
殿御

執
事
中

｜
、
岩
佐
純
の
略
歴

純
は
、
幼
名
は
又
玄
、
字
は
仲
成
、
号
は
黙
斎
。
天
保
七
年
五
月
一

日
越
前
福
井
に
藩
医
岩
佐
玄
珪
の
子
と
し
て
生
れ
る
。
は
じ
め
藩
の
医

学
所
・
済
世
館
に
学
ぶ
。
安
政
三
年
玄
珪
の
跡
を
継
ぎ
表
御
医
師
、
高

百
石
と
な
り
、
玄
珀
と
改
名
。
江
戸
に
出
て
坪
井
芳
秋
に
入
門
し
て
蘭

学
を
学
ぶ
。
安
政
五
年
佐
倉
の
佐
藤
尚
中
に
師
事
。
万
延
元
年
閏
三
月

奥
御
医
師
と
な
り
、
同
年
五
月
藩
命
で
長
崎
に
赴
き
ポ
ン
ペ
に
つ
く
。

文
久
二
年
五
月
御
匙
医
師
と
な
る
。
慶
応
元
年
五
月
再
び
長
崎
に
赴
き

ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
に
伝
習
を
受
け
る
。
慶
応
二
年
春
嶽
公
に
従
っ
て
上
洛
、

天
皇
不
例
に
つ
き
、
陪
臣
と
し
て
異
例
の
参
内
を
す
る
が
、
拝
診
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

９
明
治
年
二
月
三
日

二
一
一
七
一
賀
川
満
載
留
守
人
池
田
謙
斎

岩
佐
純
の
書
簡
に
つ
い
て
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池田文書一岩佐純書簡一覧一

書 簡番号発信年月 日（）内推定発信者名受信者名備考

明治年3月26日

明治(16)年3月7日

明治年2月23日

明治年10月2日

明治年11月17B

明治(21)年11月23B

明治年2月17日

明治年3月19日

明治年10月19日

明 治 年 6 月14B

明治年10月16日

明治(30)年9月25日

純

岩佐純

岩佐純

岩佐純

欠

岩佐純

岩佐純

岩佐純

純

岩佐純

岩佐純

岩佐純

謙斎

池田一等侍医

池田謙斎

池田国手

欠

池田長官

池田謙斎

池田局長

池田

池田謙斎

池田局長

池田局長

１
９
８
０
３
８
４
９
０
１
２
２

６
５
９
６
６
５
６
９
０
０
０
６

３
３
２
３
３
３
３
２
３
３
３
３

１

１
１
１
１

御実父御患御帰省

植物御苑へ行幸

聖上今朝未拝診

永田甚七一診

貴官方成殿代番

侍医数名定て

宮御容体、萩原風邪

平野好徳宮中

新樹典侍荏再不宜

晩餐呈上仕度

聖上昨日より

御降誕御首尾能

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ
皿
岨

明
治
二
年
正
月
医
学
校
創
立
取
調
御
用
掛
を
命
ぜ
ら
れ
東
下
、
相
良

知
安
と
と
も
に
、
ド
イ
ツ
流
の
医
学
制
度
の
採
用
に
貢
献
す
る
。
同
年

五
月
学
校
権
判
事
、
七
月
大
学
少
丞
、
明
治
四
年
一
月
大
学
大
丞
、
七

月
文
部
大
丞
兼
中
教
授
、
明
治
五
年
一
月
宮
内
省
大
侍
医
を
拝
命
し
文

部
中
教
授
を
兼
る
。
明
治
八
年
一
月
官
制
改
革
に
よ
り
四
等
侍
医
、
同

年
七
月
三
等
侍
医
、
明
治
十
年
十
月
二
等
侍
医
、
明
治
十
六
年
五
月
一

等
侍
医
に
累
進
す
る
。

明
治
十
七
年
四
月
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
渡
り
医
術
を
研
究
、
明
治
十
八
年

五
月
帰
朝
。
明
治
十
九
年
二
月
官
制
改
革
に
よ
り
侍
医
に
任
ぜ
ら
る
。

明
治
三
十
年
九
月
池
田
謙
斎
不
在
中
侍
医
局
長
代
理
と
な
る
。
明
治
三

十
一
年
宮
中
顧
問
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
四
十
年
男
爵
を
授
け
ら
れ
る

が
、
明
治
四
十
年
五
月
侍
医
を
辞
任
。
明
治
四
十
五
年
一
月
五
日
莞
去
、

年
七
十
八
。

著
書
に
『
急
性
病
類
集
」
（
明
治
六
年
）
な
ど
が
あ
る
。
明
治
十
六
年
、

私
立
東
亜
医
学
校
の
設
立
に
参
画
し
そ
の
総
理
と
な
る
。

（
参
考
文
献
・
『
福
井
県
医
師
会
史
』
、
侍
医
寮
編
『
縛
免
物
故
履
歴
書
』
）

二
、
純
の
書
簡

純
の
書
簡
は
十
二
通
を
数
え
る
。
純
は
明
治
初
期
大
学
に
あ
っ
て
、

相
良
知
安
と
と
も
に
医
学
制
度
を
ド
イ
ツ
流
に
定
め
る
上
で
才
腕
を
振

っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
性
格
温
厚
で
あ
り
、
そ
の
後
は
文
部
行

政
か
ら
離
れ
て
、
晩
年
ま
で
の
三
十
五
年
間
は
ず
っ
と
侍
医
局
に
あ
っ

て
治
療
一
筋
に
生
き
て
い
る
。
局
長
に
就
任
す
る
よ
う
勧
め
ら
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
固
辞
し
た
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

書
簡
の
内
容
も
ほ
ぼ
こ
の
侍
医
局
に
お
け
る
勤
務
や
病
用
に
関
わ
る
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も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。
明
治
天
皇
に
つ
い
て
は
、
書
簡
三
五
九
・
一

二
九
八
・
一
三
○
二
に
そ
の
容
体
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
書

簡
三
五
九
は
明
治
十
六
年
三
月
七
日
、
新
宿
植
物
御
苑
へ
の
行
幸
前
日

の
も
の
で
、
端
裏
書
き
が
あ
っ
て
、
当
時
の
侍
医
の
勤
務
日
割
り
が
わ

か
る
。書

簡
三
五
八
は
、
明
治
二
十
一
年
十
二
月
渡
邊
悌
二
郎
・
岩
佐
登
弥

太
・
加
藤
照
磨
お
よ
び
片
山
芳
林
の
四
名
が
侍
医
あ
る
い
は
侍
医
局
勤

務
に
採
用
さ
れ
侍
医
局
の
増
員
が
は
か
ら
れ
た
直
前
の
も
の
と
推
定
さ

れ
る
。
こ
の
増
員
に
岩
佐
純
ら
の
働
き
か
け
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て

い
る
。
（
遠
藤
正
治
）

三
六
一
岩
佐
純
池
田
謙
斎

（
１
）御

実
父
様
御
大
患
之
旨
二
而
急
二
御
帰
省
被
成
候
御
由
、
嚥
々
御
痛
神

萬
々
御
察
申
上
候
、
最
早
此
程
御
発
途
卜
奉
存
候
、
一
寸
御
安
否
伺
芳

参
上
可
仕
之
処
、
本
日
ハ
当
番
ニ
テ
不
得
其
義
御
途
上
萬
々
御
加
養
御

兼
行
奉
祷
候
、
以
書
中
御
暇
乞
申
上
候
、
不
悪

三
月
二
十
六
日
純

謙
斎
様

１
明
治
年
三
月
二
十
六
日

（
１
）
実
父
：
・
・
：
謙
斎
の
父
入
澤
健
蔵
。
明
治
十
三
年
一
月
十
一
日
没
、

年
七
十
二
。

三
五
九
岩
佐
純
池
田
謙
斎

（
１
）

前
略
、
明
八
日
植
物
御
苑
へ
行
幸
被
為
在
候
旨
、
本
日
午
後
一
時
過
突

然
被
仰
出
候
、
右
は
過
日
来
之
御
容
体
後
二
も
被
為
入
候
へ
は
、
前
以

一
応
御
内
沙
汰
御
座
候
上
御
治
定
可
被
為
在
候
義
と
も
相
考
候
へ
共
、

何
分
昨
日
之
御
事
、
今
日
御
治
定
被
仰
出
候
御
次
第
故
、
何
共
致
方
無

之
候
、
併
し
今
朝
拝
診
之
節
御
腸
所
は
全
御
快
被
為
在
候
御
沙
汰
二
付
、

格
別
御
動
じ
も
不
被
為
在
と
は
奉
存
候
へ
共
、
餘
り
突
然
之
事
二
而
驚

入
申
候
、
依
之
右
之
段
貴
官
御
心
得
迄
二
申
上
置
候
、
若
哉
御
見
合
二

而
も
御
願
出
之
御
勘
考
に
も
御
座
候
へ
は
何
卒
御
出
頭
御
取
斗
可
被
下

候
、
右
申
上
度
此
如
御
座
候
也

明
番

（
リ
』
）三

月
七
日
岩
佐
純

池
田
一
等
侍
医
殿

（
端
裏
書
）

三
日
謙
斎

四
日
方
成

五
日
正
信

六
日
岩
佐

七
日
高
階

八
日
盛
貞

九
日
謙
斎

２
明
治
（
十
六
）
年
三
月
七
日
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永
田
甚
七
一
昨
日
一
診
仕
候
処
、
老
台
御
施
療
被
成
候
よ
し
、
素
り
初

診
ニ
テ
判
然
ダ
ラ
ス
候
得
共
、
病
家
頻
二
貴
下
へ
御
相
談
申
呉
候
様
依

願
候
二
付
書
面
ヲ
以
申
上
候
、
当
時
脹
満
甚
局
症
之
景
況
ハ
認
カ
タ
ク

大
腸
壱
部
一
塊
ヲ
生
ス
ル
ハ
分
明
ナ
ル
よ
し
、
往
症
ヲ
以
考
ル
ー
著
シ

キ
炎
状
症
ハ
ナ
キ
カ
如
シ
、
新
生
物
ナ
ル
ャ
或
ハ
慢
炎
惨
出
物
ナ
ル
ャ

４
明
治
年
十
月
二
日

三
六
○
岩
佐
純
池
田
謙
斎

聖
上
今
朝
ハ
末
拝
診
不
仕
候
得
共
、
昨
夕
ハ
彌
以
御
順
宜
二
奉
存
候
、

今
夕
ハ
方
成
殿
拝
診
二
相
成
候
二
付
、
貴
官
ハ
乍
尊
労
明
朝
御
拝
診
被

下
度
、
此
段
得
御
意
候
也

下
度
、
此
段
得
御

二
月
廿
三
日

３
明
治
年
二
月
二
十
三
日

三
一
九
八
岩
佐
純
池
田
謙
斎

（
１
）
八
日
植
物
御
苑
へ
行
幸
…
・
・
明
治
天
皇
が
明
治
十
六
年
三
月
八
日

新
宿
植
物
御
苑
に
行
幸
し
鴨
猟
を
行
っ
た
こ
と
を
さ
す
。
な
お
、

現
在
の
新
宿
御
苑
が
、
信
州
高
遠
藩
主
内
藤
氏
の
江
戸
屋
敷
の
地

に
完
成
し
た
の
は
明
治
三
十
九
年
の
こ
と
で
あ
る
。

（
２
）
前
注
よ
り
明
治
十
六
年
と
推
定
で
き
る
。

池
田
謙
斎
殿

岩
佐
純

明
日
ハ
貴
官
方
成
殿
御
代
番
二
相
成
候
旨
拝
承
仕
候
、
就
而
ハ
明
日
八

時
三
十
分
御
出
門
ニ
テ
吹
上
御
苑
へ
行
幸
被
為
在
候
処
、
又
弁
当
迄
備

候
筈
二
付
、
多
分
還
幸
ハ
薄
暮
二
可
及
候
事
と
奉
存
候
、
然
処
下
官
無

拠
他
二
急
候
儀
之
筋
ア
リ
、
夕
刻
迄
二
面
識
ヲ
得
サ
レ
ハ
甚
不
都
合
次

第
二
而
当
惑
罷
在
候
、
依
之
甚
願
上
兼
候
得
共
、
四
時
過
迄
二
吹
上
之

方
へ
御
出
勤
被
下
、
於
彼
方
御
交
代
被
下
候
義
ハ
相
成
間
敷
哉
、
幸
二

御
許
容
被
下
候
得
ハ
誠
二
難
有
、
不
得
止
事
件
二
付
無
拠
願
試
候
段
御

諒
察
奉
稀
候
、
尤
四
時
過
二
而
宜
ク
、
決
而
夫
よ
り
早
キ
ニ
ハ
不
及
義

故
、
此
段
承
知
被
下
乍
御
手
数
御
一
揮
ヲ
奉
煩
候
也

５
明
治
年
十
一
月
十
七
日

三
六
三
岩
佐
純
池
田
謙
斎

詳
ナ
ラ
ス
、
然
ト
モ
大
塊
物
始
終
腸
管
ヲ
妨
圧
シ
、
カ
タ
ル
ヲ
生
ス
ル

ナ
ラ
ン
カ
、
此
度
モ
圧
迫
二
罹
ル
ー
部
ニ
カ
タ
ル
ヲ
生
ス
ル
処
へ
宿
尿

等
梗
塞
一
一
其
一
部
大
二
煩
絶
セ
ラ
レ
脹
満
甚
キ
ー
至
ル
ナ
ラ
ス
ャ
、
然

ト
キ
ハ
第
一
刺
戟
有
カ
ノ
灌
腸
法
ヲ
施
し
外
用
ニ
ハ
テ
レ
ビ
ン
等
ヲ
塗

擦
シ
即
宿
尿
ヲ
除
去
ス
ル
ノ
試
案
如
何
可
有
之
哉
、
前
日
小
生
如
此
一

経
験
ア
リ
、
意
外
之
良
結
果
ヲ
得
シ
事
ア
リ
、
緩
和
消
炎
之
方
法
ハ
十

分
既
御
試
被
成
候
様
相
見
候
二
付
弊
案
試
述
致
候
、
素
り
勿
卒
一
診
決

而
不
得
当
否
宜
御
取
捨
可
被
下
候
、
再
四
病
家
よ
り
被
責
候
二
付
不
得

止
呈
一
耆
候
、
餘
ハ
付
拝
晤
候
也

十
月
二
日
岩
佐
純

池
田
国
手
侍
史
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三
五
八
岩
佐
純
池
田
謙
斎

（
１
）

拝
啓
、
彌
御
安
康
奉
拝
賀
候
、
陳
ハ
今
般
侍
医
数
名
定
而
新
拝
命
二
可

相
成
義
卜
奉
存
候
へ
（
、
何
卒
兼
而
内
願
仕
置
候
一
件
御
許
容
被
下
候

ハ
鼻
無
上
之
恩
賜
ト
厚
ク
奉
感
侃
候
、
萬
一
志
願
相
吋
候
ハ
シ
明
宮
御

方
へ
御
採
用
被
成
下
候
様
奉
願
度
、
此
段
只
管
御
含
被
下
候
様
内
願
仕

（
？
】
）

候
、
大
高
階
も
追
々
真
面
目
之
徴
も
相
見
候
由
二
候
得
ハ
到
底
望
も
無

之
事
故
、
此
際
四
名
御
申
立
被
下
候
ハ
ン
局
二
於
て
ハ
甚
好
都
合
卜
奉

存
候
、
何
卒
壱
名
位
ハ
手
計
之
人
無
之
候
而
ハ
甚
指
間
多
可
有
之
と
奉

存
候
、
何
れ
拝
顔
萬
可
奉
願
候
得
共
、
急
キ
ー
応
害
中
ヲ
以
内
願
仕
置

候
、
餘
ハ
付
拝
容
、
草
々
頓
首

存
候
、
何
れ
拝
顔
萬

候
、
餘
ハ
付
拝
容
、

十
一
月
廿
三
日

６
明
治
（
二
十
一
）
年
十
一
月
二
十
三
日

（
１
）
侍
医
数
名
…
…
明
治
二
十
一
年
十
二
月
八
日
渡
辺
悌
二
郎
と
岩
佐

登
弥
太
が
任
医
に
、
加
藤
照
磨
お
よ
び
片
山
芳
林
が
侍
医
局
勤
務

に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
る
。
本
簡
は
こ
の
直
前
と
推
定
さ
れ
る
。

（
２
）
大
高
階
…
…
侍
医
高
階
経
徳
。
経
徳
は
明
治
二
十
二
年
三
月
病
没
。

十
一
月
十
七
日

再
啓
青
山
御
所
ハ
明
朝
竹
内
殿
伺
二
相
成
筈
二
付
、
為
御
含
迄
二
７
明
治
年
二
月
十
七
日

申
上
置
候
也

三
六
四
岩
佐
純
池
田
謙
斎

池
田
長
官
殿

岩
佐
純

日
々
御
参
診
尊
労
奉
存
候
、
陳
ハ
宮
御
容
体
彌
以
御
順
快
、
今
朝
杯
ハ

（
１
）

別
而
御
気
先
も
御
宜
方
二
被
為
入
候
、
萩
原
も
此
節
風
邪
二
而
昨
夜
帰

宅
加
養
罷
在
、
小
生
も
一
昨
夜
来
胄
腸
カ
タ
ル
症
二
而
頗
ル
困
難
ヲ
極

メ
罷
在
、
就
而
ハ
今
夕
ハ
萩
原
氏
参
上
之
筈
二
候
得
ハ
、
誠
二
乍
御
苦

労
午
後
二
時
頃
よ
り
夕
刻
迄
御
詰
合
被
下
候
様
相
願
度
、
小
生
も
甚
全

身
怠
惰
腹
痛
二
而
困
却
、
一
応
退
出
加
養
仕
度
候
間
此
段
相
願
候
也

二
月
十
七
日

岩
佐
純

池
田
謙
斎
様

一
二
九
九
岩
佐
純
池
田
謙
斎

（
１
）

拝
啓
、
陳
ハ
平
野
好
徳
宮
中
被
許
曳
杖
候
義
、
御
頂
被
申
候
ハ
令
授
与

旨
桐
命
婦
よ
り
被
申
渡
候
間
、
其
旨
平
野
好
徳
へ
通
知
仕
置
候
、
此
殿

御
承
知
迄
二
得
貴
意
候
也

三
月
十
九
日

８
明
治
年
三
月
十
九
日

（
１
）
萩
原
：
．
…
萩
原
三
圭
。
明
治
二
十
年
一
月
侍
医
局
勤
務
、
翌
二
十

一
年
五
月
侍
医
と
な
る
が
、
明
治
二
十
七
年
一
月
没
、
年
四
十
八
。
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爾
来
ハ
懸
違
未
得
拝
芝
、
過
日
ハ
御
平
安
被
成
御
帰
京
奉
大
賀
候
、
長
々

御
苦
労
至
極
二
奉
存
候
、
未
御
尋
問
も
不
申
上
疎
獺
之
至
千
萬
奉
謝
候
、

（
１
）

陳
ハ
新
樹
典
侍
旧
臘
来
兎
角
荏
再
不
宜
二
付
、
下
宿
被
致
専
安
静
二
保

養
候
処
、
近
来
悪
方
二
も
無
之
候
得
共
、
ヒ
ス
テ
リ
セ
諸
症
殊
一
一
時
々

頭
痛
発
顕
、
何
分
充
分
之
軽
快
ヲ
難
得
、
大
二
遷
延
当
惑
罷
在
候
、
何

卒
甚
遠
路
乍
御
苦
労
両
三
日
御
繰
合
ヲ
以
御
診
察
被
下
候
様
相
願
度
、

其
旨
御
同
人
へ
も
申
入
置
候
間
、
御
都
合
次
第
奉
願
上
候
、
当
時
処
方

ハ
臭
剤
サ
フ
ラ
ン
丁
幾
莨
宕
エ
キ
ス
兼
用
仕
候
之
事
二
而
取
扱
居
候

間
、
尊
案
御
垂
示
奉
願
候
、
宿
所
ハ
今
戸
細
川
邸
下
隣
地
ニ
テ
高
倉
邸

卜
記
名
有
之
候
、
何
れ
其
中
拝
晤
萬
々
詳
悉
可
仕
候
得
共
、
不
取
敢
前

文
相
願
度
、
草
々
頓
首

一
月
十
九
日

純
拝

９
明
治
年
十
月
十
九
日

一
三
○
○
岩
佐
純
池
田
謙
斎

（
１
）
平
野
好
徳
：
：
・
・
文
政
七
年
近
江
坂
本
に
生
ま
れ
、
典
薬
寮
医
師
と

な
る
。
明
治
元
年
、
二
年
東
京
行
幸
に
供
奉
。
少
典
医
、
薬
剤
生
、

医
員
を
経
て
明
治
十
九
年
侍
医
局
勤
務
と
な
り
、
明
治
三
十
一
年
、

七
十
五
歳
の
と
き
退
職
。
明
治
三
十
三
年
没
。

池
田
局
長
殿

岩
佐
純

ｕ
明
治
年
十
月
十
六
日

一
三
○
二
岩
佐
純
池
田
謙
斎

拝
啓
、
陳
ハ
聖
上
昨
日
よ
り
御
加
減
御
丸
薬
差
上
候
処
、
昨
夜
迄
之
御

大
便
ハ
矢
張
御
軟
便
二
而
御
多
量
、
今
朝
ハ
御
中
量
候
、
更
二
御
水
潟

拝
啓
、
薄
暑
之
候
益
御
安
康
奉
拝
賀
候
、
陳
ハ
弊
屋
半
落
成
甚
狭
小
御

窮
屈
之
至
り
御
座
候
得
共
、
晩
餐
呈
上
仕
度
候
問
、
来
ル
廿
日
午
後
四

時
御
来
車
被
成
下
度
、
此
殿
御
案
内
申
上
候
、
敬
具

六
月
十
四
日
岩
佐
純

池
田
謙
斎
殿

侍
史

（
１
）

尚
々
御
諾
否
乍
御
手
数
来
ル
十
七
日
中
本
局
高
橋
良
尚
迄
御
一
報

相
願
候
也

蛆
明
治
年
六
月
十
四
日

一
一
一
一
○
一
岩
佐
純
池
田
謙
斎

（
１
）
高
橋
良
尚
：
．
．
：
明
治
十
九
年
よ
り
侍
医
局
属
。

か
ず

（
１
）
新
樹
典
侍
…
…
典
侍
高
倉
壽
子
。
侍
従
高
倉
永
胤
の
娘
。
天
保
十

一
年
九
月
生
ま
れ
、
昭
和
五
年
一
月
没
。

池
田
老
壹
侍
史
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之
御
気
味
ハ
不
被
為
入
、
只
朝
之
分
毎
々
御
少
量
之
処
、
今
朝
ハ
御
中

量
二
被
為
入
候
丈
之
御
違
二
御
座
候
、
御
小
便
ハ
千
四
百
○
ニ
テ
比
重

ハ
一
○
ナ
リ
、
過
日
御
多
量
之
時
も
一
○
ナ
リ
、
此
段
御
含
迄
二
申
上

置
候
、

皇
后
陛
下
昨
午
後
七
時
拝
診
被
仰
出
伺
候
処
、
御
偏
頭
痛
御
強
ク
御
嘔

気
被
為
在
候
二
付
、
御
仮
床
二
被
為
成
候
、
御
熱
気
ハ
更
二
不
奉
伺
、

昨
日
午
後
御
庭
へ
被
為
成
寒
冷
之
風
二
御
鯛
被
遊
候
よ
し
故
、
全
ク
右

二
因
ル
神
堂
性
御
頭
痛
ト
奉
伺
候
、
此
御
容
体
ハ
是
迄
時
々
被
為
在
候

御
事
二
而
、
御
手
当
指
上
候
処
、
御
格
子
前
ハ
余
程
御
軽
快
、
今
朝
拝

診
候
処
、
殆
ト
従
前
之
通
り
位
之
御
頭
痛
二
而
、
本
日
丈
御
仮
床
二
而
、

御
用
心
被
為
遊
候
之
御
沙
汰
二
候
故
、
全
ク
御
一
時
之
御
事
と
奉
伺
候
、

此
段
御
含
迄
二
得
貴
意
置
候
、
拝
具

十
月
十
六
日
岩
佐
純

池
田
局
長
殿

謹
啓
、
兎
角
不
整
之
候
彌
御
安
康
、
爾
来
彌
以
御
順
快
之
段
萬
々
奉
賀

（
１
）

候
、
陳
ハ
昨
日
ハ
御
降
誕
御
首
尾
能
被
為
在
候
段
恐
悦
二
奉
存
候
、
乍

少
々
御
欠
点
為
宮
家
遺
憾
二
奉
存
候
、
昨
日
幸
岡
氏
へ
侍
医
局
二
而
面

晤
候
二
付
委
曲
申
上
置
候
、
御
聞
取
被
下
度
候
、
貴
官
二
も
彌
御
快
方

二
付
来
廿
七
日
頃
ハ
御
帰
京
二
大
略
御
豫
定
之
由
、
誠
二
不
堪
御
同
慶

奉
存
候
、
何
れ
不
日
拝
晤
萬
々
拝
話
可
仕
候
、
右
得
貴
意
度
迄
、
草
々

皿
明
治
三
十
年
九
月
二
十
五
日

三
六
二
岩
佐
純
池
田
謙
斎

拝
具（

１
）
御
降
誕
…
…
多
喜
子
内
親
王
貞
宮
の
明
治
三
十
年
九
月
二
十
四
の

誕
生
。
明
治
三
十
二
年
一
月
十
一
日
莞
去
。

九
月
廿
五
日

岩
佐
純

池
田
局
長
殿

尚
々
此
上
萬
々
御
注
意
御
愛
護
之
程
不
堪
御
祷
候
、
必
貴
答
ハ
御

断
申
上
候
、
再
白

（
封
筒
表
）
（
消
印
）

相
州
鎌
倉
長
谷
新
宿
相
模
鎌
倉
三
十
年
九
月
二
十
五
日
ホ
便

池
田
侍
医
局
長
殿
親
展

（
封
筒
裏
）

宮
内
省
侍
医
局

（
印
）

岩
佐
純
園
内
圏
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